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文化財建造物に使用された金箔に関する
保存修復科学的な調査研究
開催日時： 2017年10月20日㊎～11月26日㊐
 9：30～17：00（入館は16:30まで）
会　　場： 金沢市立安江金箔工芸館１階多目的展示ホール
入場無料　※但し、2階展示室への入館は有料となります。

　金沢箔技術振興研究所では、平成26年度より
文化財保存・修復分野の権威である北野信彦
氏に委託し、「文化財建造物に使用された金箔
に関する保存修復科学的な調査研究」を行って
いる。その中では、日光東照宮を文献資料や旧
塗装彩色材料が確認されている実際の文化財
建造物のモデルケースとして取り上げ、歴史的
な金箔作製技術の変遷に関する調査を実施し
ている。

文化財保存と
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文化財保存と
金箔産業

日時： 2017年11月20日㊊
 13：00～16：00
会場： 金沢市立安江金箔

工芸館３階研修室
定員：100名
入場無料／申込順

❖パネリスト
北野 信彦（龍谷大学文学部教授）
山崎 達文（金沢学院大学副学長）
佐藤 則武（日光社寺文化財保存会

漆塗技術管理）

金箔
フォーラム

委託研究
成果報告
展示会

　今回の成果報告展示会では、これまでの委託
研究の流れとその成果品を展示することで、金
沢の金箔技術が、文化財建造物の塗装彩色修
理に役立っている点
を広く一般に公表し、
改めて金沢金箔へ
の理解を深めるため
に展示公開するもの
である。
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詳しくは、下記
研究所までお問い
  合わせください。


